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５
月
19―

21
日
、
広
島
に
お
い
て
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

る
。
参
加
す
る
の
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
（
米
）
、
ス
ナ
ク
首
相
（
英
）
、

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
（
仏
）
、
シ
ョ
ル
ツ
首
相
（
独
）
、
メ
ロ
ー
ニ
首
相

（
伊
）
、
ト
ル
ド
ー
首
相
（
加
）
、
そ
し
て
今
回
議
長
を
務
め
る
岸
田

首
相
と
Ｅ
Ｕ(

欧
州
連
合)

か
ら
ミ
シ
ェ
ル
欧
州
理
事
会
議
長
と
ラ
イ
ア

ン
欧
州
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
。
こ
の
顔
ぶ
れ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
サ
ミ
ッ
ト
は
Ｅ
Ｕ
と
米
英
、
そ
れ
に
追
随
す
る
日
本
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る
資
本
主
義
大
国
の
会
議
で
あ
る
。
そ
の
首
脳
が
年
に
一
度
一
堂

に
会
し
、
世
界
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
覇
権
や
権
益
を
維
持
し
て
い
く 

 

 

琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
反
対
！ 

戦
争
・
改
憲
阻
止
！ 

５
・
15
沖
縄―

５
・
20
広
島
現
地
行
動
へ 

戦
争
と
覇
権
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
反
対 

の
か
を
謀
議
し
確
認
す
る
の
が
サ
ミ
ッ
ト
だ
。 

 

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
主
要
な
議
題
は
、
①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
②
対

中
国
政
策
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
諸
国
へ
の
対
応
、
だ
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。
４
月
16
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
外
相
会
議
で
は
、
①
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
の
重
要
性
、
②
対
ロ
制
裁
を
強
化
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
す
る
、
③
中
国
の
現
状
変
更
の
試
み
に
反
対
、
台
湾

海
峡
の
平
和
と
安
定 

④
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
を

歓
迎
、
な
ど
の
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。 

 



                           

こ
の
外
相
声
明
は
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
に
向
け
た
議
論
の
方
向

性
を
示
す
も
の
で
あ
り
そ
の
内
容
で
も
あ
る
。
首
脳
ら
は
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
、
対
中
国
包
囲
網
形
成
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
継
続
を
意
志
一
致

し
、
そ
れ
を
進
め
る
た
め
に
対
ロ
制
裁
な
ど
で
中
立
的
立
場
を
と
っ
て

い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
諸
国
の
抱
き
込
み
を
目
論
ん
で
い
る
の
だ
。

会
議
の
議
長
を
務
め
た
林
外
相
は
声
明
発
表
に
あ
た
っ
て
「
世
界
の
ど

こ
で
あ
れ
、
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
に
強
く
反
対
す
る
、
と
確
認

で
き
た
の
は
大
き
な
成
果
だ
」
と
胸
を
張
っ
た
。 

 

し
か
し
こ
の
「
確
認
」
ほ
ど
自
分
勝
手
で
ご
都
合
主
義
的
な
も
の
は

な
い
。
今
、
中
東
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
連
決
議
に
違
反

し
て
不
法
行
為
（
占
領
地
で
の
入
植
地
を
拡
大
）
を
繰
り
返
し
、
居
住

す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
へ
の
武
装
襲
撃
、
家
屋
の
焼
打
ち
な
ど
あ
ら
ん
か

ぎ
り
の
暴
虐
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
暴
力
に
よ

る
「
一
方
的
な
現
状
変
更
」
や
ガ
ザ
地
区
へ
の
無
差
別
攻
撃
に
対
し
て

国
連
安
保
理
で
は
何
回
と
な
く
非
難
決
議
が
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
そ

の
都
度
米
国
な
ど
の
反
対
や
拒
否
権
行
使
に
よ
っ
て
葬
り
去
ら
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
ま
た
米
国
は
「
大
量
破
壊
兵
器
の
開
発
」
を
理
由
に
イ

ラ
ク
戦
争
を
開
始
し
、
フ
セ
イ
ン
政
権
を
打
倒
し
た
が
「
大
量
破
壊
兵

器
」
な
ど
一
切
な
か
っ
た
。
こ
の
戦
争
で
50
万
人
を
超
え
る
死
者
が
で

た
。
だ
が
米
国
は
謝
罪
も
反
省
も
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
の
二
重
基

準
（
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
に
「
現
状
変

更
の
試
み
」
を
云
々
す
る
資
格
な
ど
一
切
な
い
の
だ
。 

 

 

Ｇ
７
各
国
は
17
世
紀
か
ら
20
世
紀
に
か
け
て
、
文
字
通
り
帝
国
主

義
国
家
と
し
て
世
界
的
規
模
で
軍
事
侵
略
を
行
っ
た
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
大
陸
・
太
平
洋
諸
島
な
ど
で
各
地
を
植
民
地
化
し
、

奴
隷
貿
易
を
は
じ
め
原
住
民
・
先
住
民
族
の
生
活
、
文
化
の
一
切
を
破

壊
し
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
犠
牲
を
負
わ
せ
て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
は

植
民
地
イ
ン
ド
を
拠
点
に
ア
ジ
ア
侵
略
に
乗
り
出
し
て
中
国
に
ア
ヘ
ン

戦
争
を
仕
掛
け
、
北
米
大
陸
、
オ
セ
ア
ニ
ア
に
植
民
地
を
拡
大
し
た
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
過
去
の
植
民
地
支
配
に
対
し
て
公
式
に
謝
罪
し

て
い
な
い
。
日
本
も
朝
鮮
半
島
を
植
民
地
支
配
し
、
中
国
東
北
部
に
「
満

州
国
」
を
で
っ
ち
上
げ
、
三
光
作
戦
（
殺
し
尽
く
し
・
焼
き
尽
く
し
・

奪
い
尽
く
す
）
を
展
開
し
た
が
戦
争
賠
償
を
「
経
済
援
助
」
に
す
り
か

え
、
朝
鮮
植
民
地
支
配
を
不
法
行
為
だ
っ
た
と
は
認
め
て
い
な
い
。「
軍

隊
慰
安
婦
」
問
題
や
「
韓
国
徴
用
工
」
問
題
で
の
韓
国
に
対
す
る
日
本

政
府
の
高
慢
か
つ
不
遜
き
わ
ま
り
な
い
対
応
の
根
本
は
そ
こ
に
あ
る
。 

植
民
地
獲
得
を
巡
っ
て
対
立
し
、
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
で
覇
権

を
争
い
、
世
界
中
を
血
に
染
め
分
断
を
も
た
ら
し
た
Ｇ
７
各
国
は
、
共

通
の
利
害
も
と
に
Ｇ
７
と
し
て
「
団
結
」
し
覇
権
（
世
界
支
配
）
の
維

持
を
目
論
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
確
認
す
る
の
が
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
だ
。 

 
今
や
１
０
０
カ
国
を
超
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
ま
と
め
役
と
目

さ
れ
る
イ
ン
ド
は
19
世
紀
半
ば
か
ら
約
１
０
０
年
に
わ
た
り
イ
ギ
リ

ス
の
侵
略
＝
植
民
地
支
配
を
受
け
た
。
そ
の
他
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス

の
国
々
の
多
く
も
同
様
に
日
本
を
は
じ
め
Ｇ
７
各
国
の
侵
略
を
受
け
て 

Ｇ
７
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド 

・
ご
都
合
主
義
を
ゆ
る
す
な 

Ｇ
７
大
国
の
今
も
続
く 

侵
略
責
任
を
追
及
し
よ
う 



                          

Ｇ
７
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
欧
州
に
お
い
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
対
中
国
戦
争
を
構
え
て
い
る
。
米

国
は
日
本
と
共
に
「
台
湾
有
事
」
を
煽
り
立
て
、
ペ
ロ
シ
米
院
議
長
（
当

時
）
の
台
湾
訪
問
や
蔡
英
文
台
湾
総
統
の
訪
米
な
ど
で
中
国
へ
の
徴
発

を
繰
り
返
し
て
い
る
。 

米
国
の
覇
権
主
義
と
世
界
軍
事
戦
略
に
追
随
す
る
日
本
政
府
・
岸
田

政
権
は
対
中
国
戦
争
に
備
え
て
軍
事
費
を
倍
増
し
、
琉
球
弧
の
島
々
に

自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
配
備
し
て
い
る
。
そ
こ
に
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」

な
ど
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
、
「
反
撃
能
力
」
と
称
し
て
「
敵
基

地
攻
撃
（
先
制
攻
撃
）
」
を
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。
こ
ん
な
危
険
極
ま

り
な
い
策
謀
を
断
じ
て
許
し
て
は
な
ら
な
い
。 

今
、
琉
球
弧
の
島
々
で
は
、
政
府
に
よ
る
強
権
的
な
自
衛
隊
ミ
サ
イ

ル
部
隊
の
配
備
や
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
抗
し
て
日
常
的
に
闘
い
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
闘
い
を
私
た
ち
日
本
（
ヤ
マ
ト
）
の
労
働
者
・

労
働
組
合
の
課
題
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
５
・
15
復
帰
」
を
問

う
沖
縄
行
動
は
、―

琉
球
弧
を
再
び
戦
場
に
す
る
な―

を
掲
げ
て
５
・

13 

琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
を 

阻
止
し
よ
う 

 

い
る
。
そ
し
て
米
国
を
盟
主
と
す
る
Ｇ
７
は
今
も
覇
権
を
追
い
求
め
戦

争
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
ん
な
連
中
が
言
う
「
法
の
支
配
に
基
づ

く
国
際
秩
序
」
だ
と
か
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
な
ど
を

誰
が
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
戦
争
と
覇
権
の
Ｇ
７
広
島
サ

ミ
ッ
ト
に
反
対
し
よ
う
。
５
・
19
～
20
現
地
行
動
に
参
加
し
よ
う
。 

 

<

５
月
沖
縄
行
動
集
会
・
デ
モ> 

★
キ
ャ
ン
プ
キ
ン
ザ
ー
包
囲
デ
モ 

５
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
半 

 

浦
添
市
役
所
集
合 

主
催
：
浦
添
軍
港
反
対
！
浦
添
市
民
行
動 

★
５
・
14
脱
植
民
地
化
沖
縄
集
会 

５
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時 

 

浦
添
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

 

主
催
：
「
５
・
15
復
帰
」
を
問
う
沖
縄
行
動 

★
「
日
本
復
帰
」
を
問
う
道
ジ
ュ
ネ
ー 

５
月
15
日
（
月
）
午
後
６
時 

 

牧
志
公
園 

主
催
：
同
右 

 

★
「
復
帰
」
51
年
を
問
う
デ
モ 

５
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時 

 

新
宿
ア
ル
タ
前 

主
催
：
沖
縄
一
坪
反
戦
地
主
会
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

 

<

広
島
サ
ミ
ッ
ト
反
対
集
会
・
デ
モ>

 

★
サ
ミ
ッ
ト
反
対
広
島
デ
モ 

５
・
19(

金)
 

11
時
舟
入
第
一
公
園 

★
国
際
連
帯
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
 

５
・
19(

金)
 

15
時
広
島
東
区
民
文
化 

 

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

★
全
国
交
流
会 

５
・
19(

金)
 

18
時
30
分 

同
右
大
会
議
室 

★
サ
ミ
ッ
ト
反
対
広
島
デ
モ 

５
・
20(

土)

13
時
千
代
田
公
園
集
合 

 

主
催
：
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
反
対
現
地
デ
モ
実
行
委
員
会 

 

★
サ
ミ
ッ
ト
反
対
新
宿
デ
モ 

５
・
18(

木)
 

18
時
ア
ル
タ
前
集
合 

 

主
催
：
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
反
対
す
る
東
京
実
行
委
員
会 

    

～
15
沖
縄
現
地
で
の
集
会
と
デ
モ
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
５
・
13
～
15

沖
縄
行
動
に
参
加
し
よ
う
。 

 



  
 

 

単一労組公式サイト 

《
ど
ん
な
裁
判
？
》 

 

２
０
２
０
年
夏
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
学
校
現
場
が
大
混
乱
し
て
い

る
と
き
に
、
文
部
科
学
省
が
学
校
現
場
へ
の
緊
急
対
策
と
し
て
半
年
間

の
臨
時
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
予
算
を
各
県
に
出
し
た
中
で
起
き
た

採
用
差
別
事
件
。 

千
葉
県
教
委
の
東
葛
飾
教
育
事
務
所
は
、
募
集
定
員
を
な
か
な
か
確

保
で
き
な
い
中
で
、
積
極
的
に
応
募
し
て
き
た
学
校
合
同
（
千
葉
学
校

労
働
者
合
同
組
合
）
の
前
執
行
委
員
長
だ
っ
た
私
を
採
用
し
た
く
な
い

た
め
に
、
悪
意
を
持
っ
て
採
用
点
数
を
わ
ざ
と
低
く
査
定
し
、
「
採
用

基
準
」
に
満
た
な
い
か
ら
と
《
不
採
用
》
と
し
た
。 

千
葉
県
教
委
の
そ
の
不
当
な
対
応
を
許
さ
ず
に
、
責
任
を
追
及
し
よ

う
と
す
る
裁
判
だ
。 

《
傍
聴
希
望
者
が
半
数
入
れ
な
か
っ
た
第
１
回
口
頭
弁
論
》 

 

第
１
回
口
頭
弁
論
は
、
３
月
６
日
に
千
葉
地
裁
松
戸
支
部
５
０
２
法

廷
で
お
こ
な
わ
れ
た
。 

 

支
援
傍
聴
の
仲
間
た
ち
が
37
人
も
集
ま
っ
て
く
れ
た
が
、
５
０
２
法

廷
は
20
席
し
か
傍
聴
席
が
な
く
、
半
分
近
く
の
人
は
法
廷
に
入
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
結
集
の
お
か
げ
で
、
次
回
（
５
月
22
日
16
時
～
）

は
、
も
っ
と
広
い
５
０
６
法
廷
（
30
席
）
で
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

《
裁
判
終
了
後
に
報
告
・
交
流
会
開
く
》 

 

こ
の
日
は
、
裁
判
終
了
後
に
、
松
戸
市
勤
労
会
館
で
学
校
合
同
主
催

の
裁
判
の
報
告
と
支
援
者
の
交
流
集
会
を
お
こ
な
っ
た
（
左
写
真
）
。 

 

学
校
合
同
の
委
員
長
が
司
会
し
、
原
告
の
吉
田
が
、
傍
聴
で
き
な
か

っ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
、
当
日
の
裁
判
内
容
の
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。 

こ
の
裁
判
は
吉
田
の
本
人
訴
訟
と
し
て
提
訴
し
た
が
、
実
は
弁
護
士

の
吉
永
満
夫
さ
ん
に
全
面
的
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
、
訴
状
の
作
成
か

ら
裁
判
所
と
の
や
り
と
り
の
指
導
ま
で
受
け
て
き
た
。
そ
れ
で
、
吉
永

弁
護
士
が
訴
状
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
く
れ
た
。 

そ
の
後
、
全
国
学
校
労
働
者
組
合
連
絡
会
の
仲
間
（
山
梨
・
埼
玉
・

横
浜
）
や
吉
田
が
所
属
し
て
い
る
学
校
合
同
の
仲
間
た
ち
、
千
葉
高
教

組
の
元
組
合
員
・
東
京
の
「
君
が
代
」
処
分
と
戦
い
続
け
て
い
る
仲
間
・

ユ
ニ
オ
ン
埼
玉
や
千
葉
か
ら
の
傍
聴
者
が
次
々
と
、
自
ら
の
闘
い
や
取

組
み
の
紹
介
と
こ
の
裁
判
の
支
援
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。 

第
２
回
口
頭
弁
論
は
、
５
月
22
日
（
月
）
、
午
後
４
時
～
、
千
葉
地

裁
松
戸
支
部
（
５
０
６
法
廷
）
で
す
。 

※
松
戸
駅
か
ら
徒
歩
約
10
分
。4

時
半
に
は
、
集
合
下
さ
い
。 

 

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
不
採
用 

損
害
賠
償
請
求
裁
判
始
ま
る 

次
回
口
頭
弁
論
５
月
22
日
（
月
） 

 
 

（
千
葉
地
裁
松
戸
支
部 

５
０
６
法
廷
） 

吉
田
晃
（
千
葉
学
校
労
働
者
合
同
組
合
） 

 

 

第
２
回
口
頭
弁
論
は
、
５

月
22
日
（
月
）
午
後
４
時
～

千
葉
地
裁
松
戸
支
部
（
５
０

６
法
廷
）
で
す
。
松
戸
駅
か

ら
徒
歩
約
10
分
。
３
時
半
に

は
集
合
下
さ
い
。 

 


